
算数オンライン塾 6月 2日の問題解説 
 

これらの分数は、分母が偶数で、分子はそれより１小さい奇数です。 

分母が偶数なので 

2、２×２、２×2×２、と考えると２×２×２×２×２×２＝64 までいくので 6 個。 

分母が 10 の倍数は、10、20、40、50、80、100 があてはまるので 6 個。 

（答え）12 個 

 

 

 

 

 


